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第２８回 本巣市 算数・数学甲子園２０ ２ ５ 解答例

小学生問題
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（１）さいころがアの位置にきたとき、２の目がゆかにつくので、上の面は７

－２＝５です。

（２）アの位置から１つ進むと上の面の目は６。ここからさいころが右に２回

動くと上の面は１です。次に２回手前に転がすとイの位置に来るので、上

にあった１がゆかにつきます。よって、イの位置の上の面の目は６です。

左下をみると、１６＋１２＋１０＝３８なので、どの列も一列の数の和は

３８です。左上を見ると ○Ａ＋１９＋１６＝３８ よって、○Ａ＝３。

右上は １８＋○Ｂ＋９＝３８ よって、○Ｂ＝１１。

右下は ９＋○Ｃ＋１５＝３８ よって、○Ｃ＝１４

１４１１３

①から ２０２５＝３×３×３×３×５×５

＝４５×４５

４５を２つの数の和にしたとき、それらの差

が５なので、（４５－５）÷２＝２０となり、

２つの数は２０と２０＋５＝２５。

４５ ２０ ２５

④

①＋②＋③＝３５１、②＋③＋④＝３７３ だから②＋③はどちら

の式にもあるので、④は①より３７３－３５１＝２２円高い。

①＋②＋③＝３５１、①＋③＋④＝４０３ だから①＋③はどちら

の式にもあるので、④は②より４０３－３５１＝５２円高い。

①＋②＋③＝３５１、①＋②＋④＝３８２ だから①＋②はどちら

の式にもあるので、④は③より３８２－３５１＝３１円高い。

よって、④が一番高いことが分かります。

①＋②＋③＝（④ー２２）＋（④ー５２）＋（④ー３１）

＝④＋④＋④－１０５ これが３５１円と等しいので、

④は（３５１＋１０５）÷３＝１５２円。

６

５

斜線部分の内部に正六角形ができ、それを対角線で分ける

と、正三角形が６つできる。この正三角形は白色の部分の正

三角形と合同なので、正六角形の斜線部をそれぞれ白い正三

角形に移動させると、斜線部は１辺が１cm の正方形６個分に

なる。

よって、１×６＝６ｃｍ２



＜順不同＞

ヒント１～３から分かることを整理すると下の表のようになります。

１から１２までなので、玉の数の合計は、１＋２＋３＋･･･１０＋１１＋１２＝７８。

よって、３人とも玉の数の合計は同じなので、一人の持っている球の合計は７８÷３＝２６になります。

一郎さんは、２６－５－１２＝９だから、残りの２個の合計は９で、その組み合わせは、（２、７）しかありません。

二郎さんは、２６－６－８＝１２ だから、残りの２個の数の合計は１２で、その組み合わせは、（２、１０）と（３、９）

しかありませんが、一郎くんが２を持っているので、二郎さんは（３、９）となります。

よって、三郎さんの残りの３つの数は、４、１０、１１。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

一郎さん ○ ○

二郎さん ○ ○

三郎さん ○
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小・中共通問題
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十の位の答えが８なので、５の下の□には８－５＝

３が入ります。□０５□×３の答えの一の位が３にな

るので、かけられる数の一の位は１しか考えられませ

ん。また、□０５１×３＝１２□□３となるので、っ

百の位は０×３なので、くり上がりがないことがわか

ります。千の位□×３＝１２なので、４が入ることが

わかるので、かけられる数は４０５１ということが分

かります。一の位４０５１×□＝２０２５□なので、

□＝５となります。

かける数の百の位を考えると、

４０５１×□＝□□２０□なので、くり上がりはな

いので５×□＝２０となります。よって、かける数の

百の位は４となります。４０５１×４＝１６２０４と

なります。あとは、計算をすると左のようになります。
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左の図からＢの数は、Ａ×２＋２

で求められることが分かります。

Ａが２０２５のときは

２０２５×２＋２＝４０５０＋２

＝４０５２
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まず、1 回の点数の合計は 5 点＋3 点＋1 点＝9 点です。

それが 10 回あったので、総合計得点は、9 点×10 回＝90 点となります。

三郎さんの合計点は、一郎さんと二郎さんの点数を引けば分かるので、

90－32－34＝24 点となります。

一郎さんと二郎さんの３位がそれぞれ３回なので、三郎さんが３位になったのは、１０－３×２＝４回です。

このことから、三郎さんが１位になったのは、１０－５－４＝１回です。よって、一郎さんと二郎さんの１位になった回数

の合計は１０－１＝９回です。

ここから残りの数を当てはめて調べていけば答えも出るわけですが、一郎さんと二郎さんは合計点が近く、二郎

さんの方が点数が高いというバランスを考えると、「二郎さんの方が 1 位になった回数が 1 回多いくらい？」という

見当がつけられます。だから、一郎さんの 1 位 4 回と二郎さんの 1 位 5 回と当てはめることができ、

一郎さんの合計得点は 5×４＋3×３＋1×３＝３２。二郎さんの合計得点は５×５＋３×２＋1×３＝３４。

これは問題に合うので、一郎さんの１位は 4 回になります。

上から見た図

中学生問題
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図のように、辺ＡＤと辺ＣＢを上に延長して

できる三角形ＥＣＤはすべての角が６０°の正三

角形になります。正三角形のすべての辺の長さは

等しいので、ＥＣ＝ＥＤ＝ＣＤ＝６cm。

このことから、ＢＥ＝５cm。

点Ｂから辺ＣＤと平行な直線を引き、辺ＡＤと

の交点をＦとします。すると、三角形ＥＢＦもす

べての角が６０°となるので正三角形です。四角

形ＡＢＣＤの角Ａの角度は９０°と求められます

から、点Ａは正三角形ＥＢＦの辺ＥＦの中点（真

ん中の点）となるので、

ＡＥ＝ＡＦ＝５÷２＝２.５cm。

よって、ＡＦ＝ＥＤ－ＡＥ

＝６ー２.５

＝３.５cm

一番下の立方体を考えます。

表面は、立方体の側面４つ分と上に積まれた立方体で隠されていな

い直角二等辺三角形が４つ分を合わせた面積になります。

（この関係は、一番上の立方体以外の積まれている立方体でも成り

立ちます。）

立方体の上の面の直角二等辺三角形は移動させると正方形の半分と同じ面積

になるので、表面積は８×８×４＋８×８÷２＝２８８。

また、上の面の白い部分の面積も８×８÷２＝３２

このことから、２段目の立方体の表面積は、３２×４＋３２÷２＝１４４

同じように３段目は、１６×４＋１６÷２＝７２

４段目は、上に立方体をのせていないので、表面に出ているのは、その立方体

の面５つ分です。だから、８×５＝４０。

これらをたして、表面すべての面積は、２８８＋１４４＋７２＋４０＝５４４

？に入る数は、０、１、２、４のいずれかです。このことから、４枚のカー

ドで作られる最大の数は、６５４３、６５３２、６５３１、６５３０の４種類になり

ます。次に、４枚のカードで作られる最小の数は、０３５６、１３５６、２３５６、

３４５６の４種類です。

最大の数と最小の数の差が３０８７だから、６５００から、０３５６や

１３５６や２３５６を引いても３０８７より大きくなってしまうから、最小の

数は３４５６であることがわかります。

よって、３４５６＋３０８７＝６５４３ だから？に入る数は４です。



正直村の人は、両隣がともに正直村の人の場合か、ともに嘘つき村の人の場合に「はい。」と答えます。

（並び方○○○、●○●）

嘘つき村の人は、片方が嘘つき村の人でもう片方が正直村の人の時に「はい。」と答えます。（○●●、●●○）

全員が嘘つきだとすると、一人も「はい。」と答えることはありません。

そこで、全員が正直村の人だったとすると、全員「はい。」と答えますが、嘘つき村の人も１人は参加しているの

で、１人の正直村の人の右隣を嘘つき村にして考えてみると、○●○○○○・・・。

スタートの正直村の人は「いいえ。」と答え、次の嘘つき村の人も「いいえ。」と答えることになり、これは問題に合

いません。

そこで、嘘つき村の人の右隣の人も嘘つき村の人にすると、○●●○○○・・・。

スタートの人は「いいえ。」右隣の嘘つき村の人は「はい。」、その右隣の嘘つき村の人は「はい。」、その右隣の正

直村の人は「いいえ。」となります。スタートから４番目の正直村の人の右隣（５番目）を嘘つき村の人にすると、４番

目の人も５番目の人も「はい。」となります。つまり、○●●○●●・・・の順で並べば、９９人いるので、スタートの人も

「はい。」となるので、○●●の３人ずつに分けていけばよいことが分かります。

よって、嘘つき村の人は、９９÷３×２＝６６

１つの頂点について、その頂点を頂角とする二等辺三角形を作ると、下の

図のように４種類できる。

どの頂点においてもその頂点のところを頂角とする二等辺三角形の種類

は同じだから、４×９＝３６

３６のうち、正三角形だけが重なってできるので、１つの正三角形は、３つの頂点で作ることができるので、２個

重なる。重なる正三角形は３か所にできるので、３６－２×３＝３０

正三角形

分 秒 始めから何秒で花火が開くのかを考えます。

０～ ４秒までは、花火が開くのは２秒と４秒の時････ ２発

４～１０秒までは、６、７、８、１０秒の時･･･ ４発 （４秒を含まずに考えます。）

１０～１６秒までは、１２、１３、１４、１６秒の時･･･ ４発 （１０秒を含まずに考えます。）

１６～２２秒までは、１８、１９、２０、２２秒の時･･･ ４発 ・・・・・・

はじめの４秒で２発でそれ以降は６秒で４発ずつのくり返しです。この６秒４発を１周期とします。

１００－２＝９８、９８÷４＝２４（周期）･･･２発

２４周期で６×２４＝１４４秒 はじめの４秒を加えて１４４＋４＝１４８秒

次に、残りの２発について考えます。

１周期の○秒～（○＋６）秒では（○＋２）秒、（○＋３）秒、（○＋４）秒、（○＋６）秒に開くので、最後の１発は２４周

期目が終わってから３秒後です。

よって、１００発打ち上げるのにかかる時間は、１４８＋３＝１５１秒 １５１÷60＝２あまり 31 よって、２分３１秒
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分母は、２、６、１２、２０、３０･･･となっているので、

１×２、２×３、３×４、４×５、５×６･･･で○番目の分母は

○×（○＋１）となります。よって、１０番目の分母は 10×11。

２番目までをたすと１／２、３番目までをたすと２／３、４番目

までをたすと３／４･･･。このことから、○番目までたすと分子は

○、分母は○＋１となることが分かります。


